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の流れ』（邦訳 1998)、筑摩書房、 14~ 15頁
41)前掲38)、13~ 14頁
42)高島善哉「歴史学派J（前掲2所収）、 32-177頁
43)前掲35)、32-180頁
44)前掲26)、3頁
45)前掲26)、13頁
46)前掲26)、26頁
47)前掲26)、27頁
48)前掲26)、39頁
49)前掲26)、150頁
50)前掲26)、166~181頁
51)武則忠見「ポパー」（前掲2所収）、 769頁
52)ポパー (1994)『フレームワークの神話』（邦
訳 1998)、未来社、 244頁
53)前掲 52)、296~ 298頁
54)前掲 52)、298~ 299頁
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55)前掲52)、302~ 303頁
56)前掲 52)、70頁
57)前掲20)、76頁
58)前掲20)、84頁
59)前掲20)、93頁
60)例えば、次のような見解がその一例であろう。
「歴史主義は、科学理論としての資格を十分な意
味においてもち得ない。科学には、どういう場合
には、その理論が真であり、どの場合には偽とな
る、ということがハッキリしている。しかるに、
歴史主義ではつねに、その理論が真となり、偽
となる場合がない。なぜなら、あらゆる現在の
事実を、過去のそれにむすびつけることにより、
つねに、あらゆることが説明しつくされ、その説
明の一つ一つが、その歴史主義にたつ理論の正
しさを立証するように、構成されているから。こ
の点、く歴史主義＞にたつ理論は科学というよ
りむしろ魔術に近い。」思想の科学研究会絹 (1
959、増補版 1994)、「歴史主義」（『哲学・論理
用語辞典』所収）、三一書房、 267~268頁
